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鉄製鎌について

図 i 調査位置図

1. はじめに
かみたなかみまさ かみたなかみまさ

大津市上田上牧町に所在する上田上牧遺跡からは、

平成 8年度の調査で江戸時代の中頃を中心とする近世

の集落跡が検出された。今回は、その中から井戸理納

の祭杷が行われたと考えられる石組井戸出土の鉄製鎌

2点について紹介し、その後に若干考えたことを述べ

たい。

2.遺跡の概要

当遺跡では、県営ほ場整備調査に伴うこれまでの調

査で古墳時代から近世にかけての集落跡や墓跡が多数

検出されている。

平成 8年度の調査地は、現在の上田上牧町の集落か

ら離れた大戸川沿いの田器地帯であった。当地には、

江戸中期(元禄年間)におこった大戸川!の洪水によっ

て現在の集落の山手に移った「牧村jがあった場所だ

という言い怯えが残っていた。実際調査してみると、

言い伝えのとおり江戸時代中頃を中心とす

物が数多く発見され、それを実証することとなった。
ためますじよう

検出された当該期の主な遺構は、 j留析状を呈する岩組

遺構@五組井戸@使槽かと思われる桶をいれたニ基一

組の土坑@区画溝@石垣などである。

3.鉄製鎌について

図2-1の鎌は、内径1.1m.深さ2.3mの石組井戸
ょこぎね

(T 7 SE 3)の最下部から木製の横杵などとともに

出土している。この井戸は、井戸廃絶に際して何らか

の祭把が行われた後、黄灰色系の砂でただちに埋め戻

されたようである。柄の部分は残存していなかったが、

刃部の推定長15.0cm.1臨4.0cm.幅0.5cmを測る。菜部

は先端を鍵状に曲げられている。上半部に自釘穴が開

けられ、締め金具が付着しているため、刃部は目釘と締

金具によって回定されていたと推測される。

密2-2の鎌は、内径1.2m.深さ2.6mの石組井戸

(T 6 SE 2)から出土した。共伴した遺物は、三枚の

鍛銭@土鈴・鉄製の包丁などである。この井戸は、埋

める際には黄灰色の砂と上記の遺物を交互に入れて丁

寧に埋められていた。この井戸も井戸廃絶に際して何

らかの祭服が行われたようである。刃部しか残帯して

いなかったが、刃部の推定長17.5cm.縮37cm.厚さ0.5

cmを測る。 1と同様の形式の鎌であったと思われる。

図 2 1・2の鎌は、今日につながる着柄の形式

をもっている。この形式のものはいつ頃から出現して

くるのか明らかにされていないが、鎌倉時代の『五山

寺縁起絵巻jに見られる釘は目釘と口金で鎌先と柄を

留めていると言われ、中世にまでその出現の時期が遡

るようである①。

4.井戸にま翠納された鎌の類例

残念ながら近世の集落遺跡は、都市遺跡に比べ調査

併が少なく同時期の類例を見つけることができなかっ

。
た

しかし中世に遡ってみると、広島県の草戸千軒町遺
とうす たんとう かたながたもく

跡などでは室町時代前半頃から、万子@短万@万型木
せいひん

製品などとともに埋納されはじめ、出土例も増加して

くるようである②。

5.資料に見える鎌の使用例

A. r石山寺縁起絵巻(第五巻)j(鎌倉時代)③

木を切り、草を払って境内地をつくる中に右手で草

を持ちつつ右手で刈っている様子が描かれている。

B. r一遍型絵(第五@十二巻)j(鎌倉時代)④

第五巻では、白河関付近の情景の中に農道を歩く、
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269. 赤野井湾@小津浜遺跡

土の鉄鎌

はじめに

赤野井湾遺跡@小津浜遺跡は守山市赤野井@杉江地

先の赤野井湾内とその湖岸に位置する。赤野井湾遺跡

は縄文時代早期と弥生時代後期から古墳時代前期を中

心とした、小津浜遺跡は弥生時代前期から中期を中心

としたいずれも集落@生産遺跡である。

鉄鎌は赤野井湾遺跡では天神)111 • 2調査区の飛鳥

時代までの土器を含む溝から 7点と包含層から 1点の

計 8点、南 2調査区で平安時代までの遺物を含む旧河

道から 5点、包含履から 1点の計6点の合計14点、が出

土している。小津浜遺跡は古墳時代中期の自然流路か

ら小型丸底査などの祭杷遺物と共に 3点、包含層など

から 2点、の合計5点出土している。いずれも、琵琶湖

開発工事に伴う発掘調査で出土した①。滋賀県下の古

墳時代の集落遺跡から鉄鎌が30点出土しているが②、

赤野井湾遺跡@小津浜遺跡からその内の 6割強の19点

が出土している。

鉄鎌の特徴@分類

鉄鎌の法量は全長が14.7cl11'""'-' 19. 5cI11で、刃稿は2.3cl11

前後である。欠損品でも長さを復元できそうなものは

15cI11前後が多い。おもな形態の特徴は無茎で、基部に

折返しを持ち、 11嘩が直線的に伸びるものとやや湾曲す

るものとがあり、刃部緩やかに内湾する曲刃が多い。

形態分類③では中型の曲刃のにあてはまるものが(1 . 

7 • 8 • 9 • 15 • 18 • 19)などである。完成品以外で

も (2 • 3 • 11 • 12 • 16)などは中型の曲刃鎌であろ

う。ヰl恕曲刃鎌は 5世紀末から 6世紀にかけての古墳

から多く出土している。

誼刃鎌は完成品ではないが(17)や、破片の(4)などは直

刃の可能性がある。(13)残存長が17.2cl11で、刃騒が4.0cl11と

広く、完形品に復元すると20cI11以上になり、大型の曲

刃鎌に分類できょう。また、 (14)は全長8.6cmで、両端が欠

けているが、出刃鎌の中央部と思われるが、穂摘み用

の手鎌の可能性もある。

折遮しの技法

基部の折遮しは17点、に残る。この折返しから推定す

る着柄角は a類(車角のもの) 2点、 b類 (950

，""，-，1100 

のもの)14点、 c類 (110。以上の鈍角のもの)1点であ

る。 c類は草刈よりも鉛のように木の校などを伐採す

るのに適している。 a.b類の110"未満のものは稲や草

刈用に適している。

折返しの技法では苅先在 e 刃部下に置くと、折返し

が表側になるもの(甲類)が 8点、裏側になるもの(乙

類)が 9点ある。鉄鎌の折返しは乙技法が大陸の影響
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A 赤野井湾遺跡 B 小津浜遺跡

であるとした説@や、「曲刃鎌の折り返しは司本列島で

は古墳時代中期までは甲類が多く、古墳時代中期以降

乙類が増加する。朝鮮半島では曲刃鎌乙類が主流を占

めることから日本列島の曲刃鎌乙類出現は朝鮮半島の

影響がうかがえる③。jとする論考がある。赤野井湾遺

跡や小津浜遺跡で鉄鎌の折返し乙類の出土が半数以上

占める。乙類が渡来系工人の影響で造られたものであ

るとしたら、赤野井湾舟辺でも渡来系文化について検

討しなければならない。

×の刻印

ノト津浜遺跡出土(19)の中型出刃鎌は基部の着柄部分

にx(あるいはJか)印が刻印されている。×の刻印は

神庭荒神谷遺跡出土の錦剣358本や、加茂岩倉遺跡出土

銅鐸にも×印があり、同じ工麗で造られたものか、あ

るいは霊力を封じ込める封印ともいわれ往日されてい

る。鉄鎌(四)の刻印は着柄部の木質の下に隠れ使用時に

は見ることはできないことから、製造時点で製作者が

何らかの意味を込めて刻印したものであろう。小型丸

唐査などの祭配遺物と共に出土していることから祭配

に用いられた可能性もある。

まとめ

今回出土の鉄鎌はほとんどが中型曲刃鎌で着柄角は

鋭角である事から、稲刈や草刈などの農作業に使用さ

れていたと思われる。遺物の時期は吉墳時代中期から

後期と思、われる。赤野井湾遺跡@小津浜遺跡では弥生

時代後期までの石製穂摘み呉である石包了が数点出土

している。また、赤野井湾遺跡では弥生時代後期から

古墳時代前期の木製掠摘み具である木包了が 7点、出土

している。赤野井湾問辺は稲収穫用の石包丁→木包丁




